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（1） ､

，娘

壼
七
月
の
長
期
予
報

一
時
梅
雨
の
中
休
み
も
あ
る
が
、

中
旬
末
頃
か
ら
梅
雨
明
け
の
気
配

と
な
り
、
本
格
的
な
夏
型
の
天
気

は
少
し
遅
れ
て
月
末
頃
に
な
る
も

よ
う
で
あ
る
。

◇
露
圃

梅
雨
の
中
休
み
中
は
高
温
に
な
る

時
期
も
あ
る
が
、
中
旬
ま
で
は
平

年
よ
り
低
目
の
日
が
多
く
、
月
平

均
で
は
平
年
よ
り
い
く
ら
か
低
く

な
る
見
込
み
で
あ
る
。

◇
隆
雨
竃

月
の
総
丑
で
は
、
平
年
並
み
か
や

や
多
目
で
、
特
に
梅
雨
末
期
に
は

大
雨
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

I一一
発
行
所
青
森
県
金
木
町
役
場

編
染
企
画
室

印
刷
所
束
奥
日
報
社
率
業
局

『
金
木
だ
よ
り
』
は
各
世
帯
ご

■

と
に
一
部
ず
つ
燃
料
配
付
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

’|言森盃歪デp~E

七
月
一
日
朝
八
時
四
十
五

分
よ
り
の
〃
眼
政
の
窓
杉

の
僻
問
に

①
金
木
町
立
保
育
所

②
芦
野
児
敢
動
物
圃

か
放
送
さ
れ
ま
す
。
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邑

一

一

｜
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〃、〃、〃、"、

・
構
造
改
善
の
推
進
母
体

当
町
が
〃
新
し
い
村
づ
く
り
学
地
域
に
桐
定
さ
れ
て
か
ら
三
年
、
今
年
は
そ
の
逓
終
年
度
で
あ
る
が
、
過
去

二
年
間
に
青
年
研
修
所
、
共
同
ふ
卵
育
雛
所
、
共
同
乾
燥
所
、
共
同
り
ん
ご
築
荷
貯
蔵
所
、
農
業
倉
頤
な
ど
を

新
設
し
、
事
業
も
そ
れ
ぞ
れ
順
調
に
進
み
事
業
主
体
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
関
係
者
の
顔
は
明
る
い
。

本
年
産
は
、
西
北
養
鶏
膿
協
（
組
合
長
白
川
兵
蔵
）
が
主
体
と
な
っ
て
〃
養
鶏
セ
ン
タ
ー
を
股
瞳
す
る
こ
と

に
な
り
、
同
組
合
で
は
七
月
末
ま
で
に
は
完
成
す
る
予
定
で
準
鮪
を
す
す
め
て
お
り
、
地
域
譲
鶏
優
家
か
ら
は

大
き
な
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。

事
業
主
体
は
西
北
養
鶏
農
協

」
。
ゥ
言
呂
二
軍
君
言
与
・
」
。
・
ロ
呉
二
二
・
百
・
』
言
『
一
』
三
二
二
二
』
言
・
苧
。
一
口
凸
・
畠
二
一
一
一
国
言
ざ
・
』

施
股
の
規
模
極
造
と
利
用
区
分

▽
大
ひ
な
パ
タ
リ
ー
舍

木
造
平
屋
趣
て
、
床
土
間
、
屋
根
亜

鉛
鉄
板
茸
、
一
棟
三
八
・
五
坪
の
も

の
で
、
生
後
六
十
日
の
中
ヒ
ナ
か
ら

産
卵
直
前
の
雌
鶏
約
一
千
四
百
羽
を

収
容
す
る
育
成
舎
で
あ
る
。

▽
ケ
ー
ジ
鎚
舍

木
造
平
睡
建
て
床
コ
ン
ク
リ
ー
ト

屋
根
覗
鉛
鉄
板
茸
セ
ミ
モ
ニ
タ
ー
式

の
も
の
一
棟
四
六
坪
。

大
ヒ
ナ
バ
タ
リ
ー
舎
で
育
て
ら
れ
た

百
五
十
日
以
降
の
成
鶏
雌
約
一
千
羽

雄
三
十
羽
を
収
容
、
人
工
授
網
を
実

施
し
、
産
卵
と
授
精
の
状
態
を
調
査

，
宮
一
・
・
“
言
呂
二
』
一
二
』
・
ロ
』
。
・
・
二
口
二
一
二
二
軍
ロ
ロ
・
写
。
画
ｇ
二
二
二
三
苫
戸
●
て
三
“
二
二
二
一
三
言

蕊 議灘灘
へ

(14）
…

式
・
孔

ト

郡 北唯一
一

●

‘4

の学舎だった

治高等小学校

駕:意患:蓋鰯熱､芽の風

明

金木小学校の西側、芦野

音に守られて往年の名校明
、〃恥〃、､〃、P

『
一
二
一
二
言
■
亀
幸
一
妄
三
三
一

一
口
一
一
一
己
》
阜
邑
凸
■
巾
（
■
■
①
■
■
《
一
一
一
一
』

」
④
口
出

を
促
進
さ
せ
る
。

ー

F
F

年
四
月
一
日
に
発
足
し
た
も
の
で
、

年
以
来
こ
と
し
で
八
回
郡
代
表
で
出
場

』

件
で
は
な
か
ろ
↑
フ
か
。
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、
イ
ネ
カ
ラ
パ
エ
、
弼
Ｐ
Ｎ
、
デ
イ

二
、
二
化
メ
イ
虫
の
防
除
…
恥
ｒ
Ｎ
粉

…”…〃 〃…少､…〃~…〃…〃!、〃 青
森
県
譲
鶏
指
導
所
（
金
木
町
山
道

町
）
で
は
、
こ
の
ほ
ど
県
内
は
じ
め
の

中
ひ
な
ケ
ー
ジ
に
よ
る
育
雛
を
実
施
し

て
い
る
が
、
そ
の
経
過
は
き
わ
め
て
良

好
だ
と
喜
ん
で
い
る
。

中
ひ
な
ケ
ー
ジ
は
一
区
画
に
十
～
十
五

羽
を
収
容
し
、
八
区
画
で
一
合
と
な
っ

て
お
り
、
値
段
は
一
万
四
千
六
百
円
で

同
所
で
は
五
台
卿
入
し
て
い
る
。

一
家
畜
の
消
夏
対
策

防
掲
を
中
心
に
対
簸
を
鯛
ず
る
こ
と

二
、
二
等
乳
発
生
防
止

三
め
ん
よ
う
、
ヤ
ギ
の
離
乳

ル
険
リ
ン
、
Ｂ
Ｈ
Ｃ
三
％
粉
剤

▽
り
ん
ご

一
、
ボ
ル
ド
ー
液
の
薬
害
に
注
趣
。
降

雨
に
よ
っ
て
薬
害
の
危
険
も
出
る
よ

う
に
な
る
。
α

二
、
ハ
ダ
ニ
の
防
除
…
癌
湿
と
と
も
に

卵
虫
の
期
間
も
短
く
な
り
忽
堀
す
。

▽
畜
産

一
、
い
も
ち
病
の
防
除
…
散
布
用
有
機

水
銀
剤
。

剤
Ｅ
Ｐ
Ｎ
乳
剤
．
ホ
ル
ド
ー
ル
、

刃
Ｈ
Ｃ
三
％
粉
剤

、
杉
診
〃
、
〃
ｚ
〃
〃
、
ｚ
ｚ
ｚ
シ
、
〃
ｚ
ｚ
く
乙
診
シ
、
〃
易
多
、
錫
多
多
笛
多
多
〆
、
多
彦
シ
、
ｚ
多
多
、
杉
診
シ
、
乞
勇
〃
、
ｚ
疹
夕
、
彦
謬
多
も
〃
ｚ
ｚ
〆
、
銭
疹
シ
、
“
ｚ
ｚ
シ
侭

塞
睡
画
■
匪
璽
璽
睡
露
磨
醸
睡
■
■
■
唾
麟
娩
謹
幽
扉
鐸
騒
鰯
彫
隊
鹿
霞
騒
議
爵
デ
ー
ゼ
ル
カ
ー
か
床
ま
Ⅲ
、

中
ひ
な
ケ
ー
ジ
で
育
雛

県
下
初
め
て
の
愛
鶏
指
導
所

虫
祭
り
に
女
の
子
も

ど
の
お
祭
り
で
も
喜
良
市
岩
見
町
の

十
八
番
は
〃
花
笠
音
頭
学
の
踊
り
。

と
こ
ろ
が
男
ば
か
り
の
〃
虫
祭
り
杉

に
ま
で
進
出
、
オ
ド
ロ
キ
で
す
。
こ
れ

は
全
国
的
傾
向
の
人
手
不
足
が
そ
の

原
悶
。
喜
良
市
虫
祭
り
の
一
コ
マ
。

〃
多
ｚ
〆
、
舎
凌
移
疹
〃
、
乙
一
ｚ
ｚ
ク
、
〃
乞
疹
シ
、
〃
〃
ｚ
ク
．
、
彰
凌
疹
シ
、
勿
多
毎
ン
、
私
〃
》
ク
、
づ
ｚ
－
ｚ
〃
、
ろ
〃
ｚ
〃
〆
、
移
乞
《
ｚ
〃
、
〃
一
移
彦
シ

母
羊
の
栄
養
回
復

四
、
サ
イ
ロ
の
必
要
な
人
は
今
月
中
に

つ
く
る
こ
と
。

一
、
夏
ま
け
の
予
防

易
さ
の
た
め
愈
欲
が
減
り
、
栄
裳
の

パ
冥
刻
ズ
が
く
ず
れ
る
の
で
特
に
た

ん
ぱ
く
質
、
脂
肪
、
ビ
タ
ミ
ン
類
を

と
る
よ
う
鯛
理
で
工
夫
し
て
健
康
に

つ
と
め
る
こ
と
。

二
、
清
潔
で
衛
生
的
な
生
活

三
、
網
戸
を
取
り
つ
け
、
蚊
、
ハ
エ
の

予
防
を
す
る
こ
と
。
・

粟
剤
散
布
に
よ
る
蚊
、
ハ
エ
の
予
防

を
す
る
こ
と
。

五
、
洗
湘
を
ま
め
に
し
て
清
潔
な
衣
類

を
糖
用
す
る
こ
と
。
洗
剤
に
も
注
竃

す
る
こ
と
。

浄
砧
中
い
ゆ
ず
い
Ｆ
争
い
い
や
い
や
や
ゆ
唖
や
酷
鈎
い
い
や
《
”
い
い
中
い
い
い
い
や
い
申
や
い
い
や
い
や
い
叩

▽
生
活
改
善

こ
の
中
ひ
な
ケ
ー
ジ
の
利
点
と
し
て
は

②
湖
庇
調
節
が
容
易
で
あ
る
②
小
型
で

移
動
が
鰯
単
で
あ
る
③
長
持
ち
す
る
④

高
さ
が
規
定
よ
り
高
い
の
で
、
大
ひ
な

初
期
ま
で
管
理
収
容
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
（
釘
～
帥
日
ひ
な
）
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
、
西
郡
稲
垣
村
の
三
万
羽
養
鶏
地

域
に
も
近
く
五
十
五
台
入
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

ど
ち
ら
も
お
め
で
と
う

昨
年
舂
、
公
園
に
や
っ
て
き
た
仔
鹿

の
雌
雄
。
・
・
・
と
思
っ
て
い
た
の
は
全

く
の
ウ
ソ
で
、
去
る
十
一
日
、
ミ
ゴ

ト
な
男
性
を
生
み
ま
し
た
〃

ビ
ッ
ク
リ
し
た
の
は
係
り
の
秋
谷
さ

ん
。
今
の
今
ま
で
考
え
て
も
い
な
か

っ
た
の
に
と
、
ボ
ヤ
イ
て
の
オ
メ
デ

タ
ぶ
り
、
い
ず
れ
に
し
て
も
鹿
ぐ
ん

と
秋
谷
さ
ん
お
め
で
と
う
。
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デ
ー
ゼ
ル
カ
ー
の
味
は
皿

町
内
に
あ
る
三
つ
の
傑
育
所
で
は
、

毎
年
春
一
向
汽
車
ゴ
ッ
コ
の
実
地

訓
練
を
し
こ
ど
も
達
に
喜
ば
れ
て

い
る
が
こ
れ
は
そ
の
時
の
車
内
風
祭

で
す
。
、

い
ま
流
行
の
黄
色
い
帽
子
を
か
ぶ
り

イ
ッ
パ
シ
お
と
な
プ
ッ
て
い
ま
す
。

旅
行
の
区
間
は
金
木
の
子
ら
は
嘉
顛

嘉
瀬
の
子
よ
廓
野
公
函
へ
。
往
復
四

円
ゞ
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弱

：開開投
二

【
写
翼
Ｉ
縣
内
で
初
め
て
殊
用
し
た
指

導
所
の
甲
ひ
な
ケ
ー
ジ
】

参
俄
院
縦
此
通
常
選
挙

一
票
で
き
ま
る
暮
し
の
泣
き
笑
い

”
一
三
配
．
寿
如
郡
一
宇
界
言
動
霊
一
堂
諏
汀
唖
巽
一
二
や
助
呂
巽
》
一
二
昨
凹
言
雰
酌
宕
一
課
一
コ
串
客
一
行
呂
誰
浬
二
叩
即
呂
記
雷
二
法
呂
率
函
琶
一
酔
呂
ユ
鵠
》
一
』
鐸
Ｐ
ｇ
詫
一
零
。
』
■
争
聿
一
二
詔

一
投
硬
所
金
木
町
青
年
研
修
所

二
投
唖
所
川
倉
小
学
校

三
投
票
所
藤
田
小
学
核

６

四
投
栗
所
嘉
瀬
小
学
校

五
投
栗
所
喜
良
市
小
学
校

票
時
間

栗
時
間
暁
所

』
二
銘
沼
●
狼
一
一
墨
詣
甘
皿
・
吟
二
酩
噌
冠
呂
室

ウ

当’
詞
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壕菖烏2
へんとかタ
Sとノ、らツ

食堂呈農冒
一ろヅ月充

ノ

木後前云
実
質
給
一
八
、
○
○
○
円
相

》
当
）

》
②
そ
の
他
被
服
貸
与
、
食
訊
庄

一
唐
は
無
料
、
年
二
回
賞
与
麦

・
唖
給ｌ
◇
１
１
◇
１
１

》
募
集
に
つ
い
て
の
志
願
手
続
き
や

扉
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
ま
た
は
自

司
衛
隊
青
森
地
方
連
絡
部
へ
。

あ
と
が
き

◇
…
編
築
子
が
こ
ん
な
こ
と
を
ボ
ヤ
イ

て
い
ま
し
た
。

『
昔
の
人
の
い
つ
た
こ
と
に
は
ウ
ソ
が

な
い
ヨ
。
暦
が
か
な
け
れ
ぱ
サ
ピ
る
っ

一
て
…
…
。

巨
人
の
長
島
選
手
の
マ
ネ
を
す
る
ワ
ケ

で
は
な
い
が
、
早
く
カ
ン
を
と
り
も
ど

し
て
期
待
に
そ
わ
な
け
や
申
し
訳
な

い
』
と
。

一
◇
：
〃
こ
ん
ど
痴
築
部
の
ｘ
タ
ッ
プ
も
充

７
時
～
午
後
６
時
綱

７
時
‐
”
・

町
青
年
研
修
所
知軸
酵

晶
：
皿
言
強
・
ぎ
毫
訟
滑
錘
一
二
電
・
準
潭
晟
恥
瀕
回
伽
搦
言
鬮
臓

・
・
二
等
陸
海
空
士
。
。

○
受
け
付
け
縦
時
受
け
付
け
ま

す

○
盃
狢
昭
歳
～
蛎
歳
未
満

・
青
森
、
弘
前
、
五

一
所
農
八
戸
、
十

○
註
験
塩

和
田
、
む
つ
各
市

○
入
晩
期
日
毎
月
二
回

○
侍
遇
。

①
初
任
給
八
、
六
○
○
円
（

自
衛
官
募
集 ’

》
》
一

委
協
一

理
錘
管
挙
準
選
一

逸
明
一

町
峰
一

木
木
一

一
金
金
一
一

座
６
時

霊
》
哩
一

即
脚０

伽
司

釦
■
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○
■
宮

Ｆ
ａＭ別③

■
帥
咽

吋
の

ｍ
Ｊ
０
●

勺
口

叩
鈩

６
■
一
口

■
４

叩伽
牌１９

”Ｇ
０応

ｂ
や
”師
が

岬■
◆
■
’
６
Ｊ
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９
台

恥
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口
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